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令和８年度 予算案の概要

持続可能な財政構造の堅持

「まちづくり構想 福知山」でめざすまちづくり

物価高騰対策

当初予算の全体像

1

①市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち

②市民一人ひとりが、自然、環境や地域資源を守り、生かし、次世代につないでいくまち

③市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち

④市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち

⑤市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち

⑥市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち

⑦市民一人ひとりが、生活と仕事の調和の取れた、多様な働き方が生かされるまち

⑧市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち

⑨持続可能な生活を支える基盤の整ったまち

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ



令和８年度 予算案の概要

【当初予算のポイント】

◆令和８年度は、令和４年度にスタートしたまちづくりの基本的な指針「まちづくり構想 福知山」（計画期間５年）によるまちづくりの最終

年度であり、本市を未来につないでいく基底を固めるために「未来を拓き 幸せを生きるまち 創造予算」として物価の高騰や人件費の

増が進む厳しい財政状況の中、徹底して経費を精査しつつ将来につながる必要な投資も盛り込んで予算を編成した

◆喫緊の課題である物価高騰対応関連の予算を計上しつつAIなどのICT技術を活用するなどして、事務や事業の見直しを進め、基金か

らの繰入金も抑制するなど、未来に向けて財政の持続性向上をめざす予算とした

◆一般会計の予算総額は、扶助費・人件費の増などにより12.9億円増の484.8億円で過去最大となった

◆特別会計は、石原土地区画整理事業特別会計が1.0億円の減となる一方、国民健康保険事業特別会計が1.0億円、介護保険事業特別

会計が0.9億円、後期高齢者医療事業特別会計が0.7億円の増となり、総額では1.8億円の増となった

◆企業会計は、水道事業会計が0.6億円の減、下水道事業会計が5.7億円の増、病院事業会計が16.7億円の増となり、企業会計の総額

では２１.7億円の増となった

◆全会計の総額は、前年度から３６.４億円の増となり、初めて１,０００億円を上回った

会計 令和８年度 令和７年度 増減

一般会計 484.8億円 471.9億円 +12.9億円（+2.7%）

特別会計（9会計） 178.2億円 176.4億円 +1.8億円（+1.0%）

企業会計（3会計） 346.1億円 324.4億円 +21.7億円（+6.7%）

全会計 総額 1,009.1億円 972.7億円 +36.4億円（+3.7%）
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※増減額・率は0.1億円未満の端数処理の関係で本表上の計算と合わない場合がある
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一般会計 令和８年度 令和７年度 増減

歳入・歳出総額 484.8億円 471.9億円 +12.9億円（+2.7%）

（歳入）一般財源
（基金繰入除く） 298.1億円 279.8億円 +18.3億円（+6.5%）

（歳入）市債 31.5億円 45.5億円 △14.0億円（△30.8%）
（

（歳出）経常的経費 393.2億円 371.8億円 +21.3億円（+5.8%）

（歳出）投資的経費 49.0億円 62.1億円 △13.1億円（△21.1%）

【一般会計歳入予算のポイント】
◆市税は、総額で6.5億円の増
◆普通交付税は、職員給与費や社会保障費の伸びなどを見込み、4.5億円の増
◆寄附金のうち、個人・企業版を合わせたふるさと納税寄附金は前年度比4.0億円の増
◆光熱費高騰の影響等に対応するために財政調整基金繰入金は0.８億円減の2.2億円を計上
◆特定目的基金の繰入額は、地域振興基金繰入金や過疎地域持続的発展基金繰入金の減などで、1.1億円の減
◆基金繰入金を除く一般財源は、市税や普通交付税の増により１8.3億円の増
◆市債は、投資的経費の減少により前年度比30.8％減となる31.5億円を計上

【一般会計歳出予算のポイント】
◆総額は、ふるさと納税寄附の拡大に係る委託料増の影響などで物件費が2.6億円の増、扶助費が5.2億円の増、給与改定や地域手当

の拡充の影響などで人件費が8.0億円の増となったことなどで、12.9億円増加し、当初予算としては過去最大の484.8億円
◆経常的経費は、人件費の増に加え、保育所委託事業、自立支援給付（障害福祉サービス等）事業などの扶助費の増加により21.3億円

の増
◆投資的経費は人権関連施設集約整備事業や放課後児童クラブ整備事業などを増としつつも、つつじが丘・向野団地建替事業や地域公

民館等長寿命化（大規模改修）事業が大きく減となったことなどで13.1億円の減

※一般財源には基金繰入を含まない ※増減額・率は0.1億円未満の端数処理の関係で本表上の計算と合わない場合がある
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福知山市中小企業者経営基盤強化・
賃上げ特別支援事業 ３２５５万円

P.２０
産業課

中小企業者の賃上げ環境を整備し、経営基盤の強化を図ります。

（主な取組）

◆中小企業者のデジタル化・DXに関する取組への伴走支援

◆労働生産性の向上を実現する計画に基づき先端設備等を導入する

中小企業者への支援金給付

（主な取組）

◆認定農業者等のスマート農業機械等の購入に係る経費の一部を支援

┗補助率：事業費（50万円以上）の2/3以内 上限1300万円

┗面積要件あり：土地利用型作物を20ha以上栽培していること

（土地利用型作物の例：主食用米、加工用米、小豆、大豆など）

スマート農業ＤＸ導入支援事業 ２６６７万円
P.２１
農業振興課

農業者や農業団体による生産性向上や労働負担軽減の取組を支援し、

経営基盤強化と高収益化を図ります。

P.２２
健康医療課急性期病院物価高騰対策支援事業 ９２７５万円

地域の救急医療を担う急性期病院に対し、安定した

救急医療体制を維持するための支援を行います。

（主な取組）

◆急性期病院が管理する高度急性期病床数

及び急性期病床数に応じた補助金交付

■令和７年度国補正予算に伴う重点支援地方交付金の活用事業

　※金額は、重点支援地方交付金活用額 （単位：千円）

金額

R7.12月補正予算

福知山市食料品等高騰対策臨時特別給付金事業 289,224

R8.3月補正予算（前倒し）

福知山市物価高騰対策定額給付金事業 408,942

R8当初予算

福知山市中小企業者経営基盤強化・賃上げ特別支援事業 32,550

スマート農業ＤＸ導入支援事業 26,665

急性期病院物価高騰対策支援事業 92,750

学校給食管理運営事業（国補助基準超過額支援分） 9,193

安心・安全まちづくり推進事業（防犯カメラ設置補助分） 3,000

上水道事業会計負担金（光熱費高騰支援の一部） 27,539

889,863

事業名

合計

農業用ドローン 直進アシスト機能付きトラクター

中小企業者のみなさまと一緒にDXの取組を考えます

※令和８年３月定例会には、前倒し補正予算として市民1人あたり５千円を給付する福知山市物価高騰対策定額給付金事業を計上
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市民と様々な情報を共有しながら、

災害対応や生活支援、日常の生活手段の確保などを、

地域と協働して進めます。

地域の構成員である市民や企業、ＮＰＯ、各種団体、

関係人口などが地域の担い手となり、

自助・共助・公助の役割分担も踏まえた

持続可能なまちづくりを進めます。



令和８年度 予算案の概要

（主な取組）

◆新たな窓口受付システムの導入【拡充】

┗事前予約サービスの導入

┗混雑情報の配信

┗順番お知らせメールサービスの導入

◆新たな異動受付支援システムの導入【拡充】

┗窓口職員が来庁者の目的に応じて申請書を作成

┗業務効率化により来庁者の待ち時間を短縮
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令和3年度に策定した「まちづくり構想 福知山」（計画期間：令和４～
８年度）では、市民と行政が協働してまちづくりに取り組んでいくこと
としており、自治基本条例推進委員会の活動や施策レビューの実施な
どにより、市民協働によるまちづくりを進めてきました。令和8年度は、
2040年市民会議での議論などをふまえ、まちづくり構想審議会を開
催し、次期「まちづくり構想 福知山」を

策定します。

（主な取組）

◆次期「まちづくり構想 福知山」の

策定

まちづくり構想推進事業 １２６８万円
P.２５
経営戦略課

（主な取組）

◆議会だよりの発行（紙面リニューアル）

◆主権者参画事業（ギカモニさん活動など）【拡充】

◆本会議・委員会等のライブ中継、市議会facebookを活用した

情報発信、議会報告会開催など

広報広聴活動事業 ６６９万円 P.23
市議会事務局

多様な人材の政治参加を促す観点から、次代を担う若者や女性を含む
幅広い層が政策や議会への関心を高め、まちづくりの意思決定に参画す
る力を育む「主権者教育」の視点を取り入れた広報広聴活動を推進します。

戸籍等事務事業 ７３９９万円 P.２８
市民課

住民基本台帳システムの標準化により、現在のシステムが

使用できなくなるため、新たなシステムを導入します。

福知山公立大生との意見交換（議会報告会） 議会だより「ギカモニさん」特集ページ

参加者同士での意見交換（2040年市民会議）
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こどもNEWSで子育て情報をお届け中！

（令和8年2月から配信を始めています）

市内の事業者や子育て支援団体、行政による子育て世帯向けの取組みやイベント情報を定期的（毎週木曜日）

に受け取ることができます。
こども家庭支援課

ごみの収集日の通知、地区別ごみ収集カレンダー

（令和8年2月から配信を始めています）

ごみの収集日の通知や、お住まいに応じた地区別ごみ収集カレンダ―を手軽に確認できることで、

「しまった、ごみ出し忘れちゃった！」や「今日何のごみの日だっけ？」を防止します。
生活環境課

令和８年４月
観光施設の予約申し込みや、地域住民への防災＆日

常地域情報の伝達に活用！

観光客の施設認知度、利便性が向上。

セグメント配信により、地域性豊かな情報を住民が確実に取得できます。
大江支所

令和8年10月（予定）
道路事業や法定外公共物、地籍調査に関する問合せ

対応に活用！
電話をかけたり市庁舎に赴く手間を省くとともに、問い合わせにもAIが24時間対応します。 用地課

令和9年2月（予定） 火葬の予約等に活用！ 市民（ご遺族）と葬祭業者との間の日程調整に活用したり、時間帯に関わらず問い合わせができます。 市民課

担当課LINE活用方法 こんなことができるようになります導入時期

＜先行導入＞
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（主な取組）

◆市長が市政情報を自ら発信するコンテンツの制作・配信（動画・音声）

◆福知山市LINE公式アカウントリニューアルプロジェクト

┗市からの情報発信だけでなく、オンライン手続きや

広聴機能を部署横断で段階的に拡充・改良します。

広報広聴戦略推進事業 ４８６万円
P.２４
秘書広報課

市政に関わる情報を市民にわかりやすく説明するとともに、一方向から双方向のコミュニケーションへのシフトが求められています。

令和7年1月に福知山市広報戦略検討委員会から提出された提言をもとに、引き続き効果的・効率的な広報・広聴に取り組むことで、市
民の市政への関心や理解を深め、協働のまちづくりにつなげます。

基幹統計調査における調査員との

円滑な連携に活用！
経営戦略課

ファンクラブ会員向け情報や

ふるさと納税に関する情報発信に活用！
ふるさと応援課

集団検診や各種教室の予約に活用！ 健康医療課

子どもたちの笑顔と健やかな成長を支える

学校給食の更なる充実に向け活用！
学校給食センター

介護保険のいろいろな手続きに活用！ 高齢者福祉課水道の利用・中止などの手続きに活用！ 経営総務課 行政の様々な手続きが
便利になるように
準備を進めています

ハピネスふくちやまの会議室や

専門相談の予約に活用！
人権推進室

自治会長への通知・案内や

問合せ対応(ＡＩ)に活用！
まちづくり推進課

学校施設の予約に活用！ 教育総務課
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市外の福知山ファンやふるさと納税寄附者とつながりや関係性を構築し、
継続的な支援や関わりの意思を持つ応援者を増やしていくため、地域の魅
力やふるさと納税寄附金の使い道などの情報発信や交流イベントなどのコ
ミュニケーション活動を通じて、関係人口（多様な形で地域に関わる市外の
人々）の拡大に取り組んでいきます。

（主な取組）

◆ふるさと納税と連携した関係人口拡大【拡充】

┗ 地域活性化起業人制度を活用した関係人口増加や

地域ブランド創出につながる商品開発などの取組

◆福知山ファンや本市に関心のある方々との交流イベントを

実施【拡充】

（主な取組）

◆マーケティング視点での返礼品開発、既存返礼品のブラッシュアップ

◆福知山の食のブランディングや寄附金の使い道の発信

┗寄附の体験価値の向上、福知山ファンやリピーターの拡大

◆令和7年度に創設した「“福知山の変”ブランド創出支援補助金」を引き続き実施

┗新たな地場産品の創出、生産力向上

※予算額のうち５億円はふるさと納税寄附の積立金

ふくちやまサポーター拡大事業 １０億３６４６万円
P.26
ふるさと応援課

ふるさと納税の市場規模拡大に伴い、自治体間競争が加速しています。本市でも、令和7年度よりふるさと応援課を新設し、ふるさと納税制度に
今まで以上に積極的に取り組み、地場産品のPRや市内事業者を支援するとともに、税外収入としてのふるさと納税寄附額の拡大を図ります。

令和8年度は、寄附額10億円を目標に取り組みます。

ふくちやまプロモーション事業 １７１５万円 P.27
ふるさと応援課

“福知山の変”ブランド創出支援補助金 実施フロー

“福知山の変”ブランド創出支援補助金とは…
ふるさと納税制度を活用し、クラウドファンディング
により集めた寄附を財源とした補助金制度です。
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地球環境問題を自分事として捉え、

身近なことから実践するまちづくりを推進します。

災害はわがまちにとって常に隣り合わせの問題であり、

市民の生命と暮らしを守ることを第一に対策を講じます。

また、地域資源の活用を図りながら、

豊かな自然環境を後々の世代に引き継いでいけるよう、

保全と利活用の両立を推進していきます。
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災害時に劣悪な状況にあるトイレの使用を強いられることで、身体・
精神の両面から健康被害へとつながるおそれがあることから、災害発
生時でも安心して快適に使用できるトイレ環境を指定避難所に整え、
被災時の衛生対策や被災者の心身の健康の確保を図ります。

マンホールトイレ整備事業
マンホールトイレ下部設置工事関連 ２５４４万円

P.31
危機管理室
下水道課

（主な取組）

◆マンホールトイレ用資機材の購入

┗パネル型の建屋、可搬式送水電動

手押しポンプなど

◆マンホールトイレ下部設置工事

┗成和地域公民館（5基）

大規模災害対応力強化事業 １５８３万円 P.30
危機管理室

令和6年1月に発生した能登半島地震では、被災自治体が物的支援や防災関係機関による人的支援を受け入れ、被災者支援を行いました。
本市における大規模災害発生時に他機関からの様々な支援を円滑に受け入れ、被災者への支援に最大限の効果を発揮するため、災害対応
体制を強化します。

（主な取組）

◆（仮称）大規模災害対応力強化検証会の実施

◆防災シンポジウムの開催

◆大規模災害時における避難所環境の整備

┗備蓄物資の整備[前倒し補正予算]

※令和８年３月定例会には、前倒し補正予算として１９８６万円を計上

パーティションを設置した避難所防災シンポジウムの様子（令和7年度）

トイレ建屋・便座イメージ

マンホールトイレ下水道管整備イメージ



令和８年度 予算案の概要

（主な取組）

◆家庭ごみの戸別収集（玄関前での収集）

（スケジュール）

・令和8年８月 制度利用者の募集を開始

・令和8年10月 戸別収集開始

11

ごみ処理施設の老朽化等に伴う経費の増大化が進む中、長期的に
安定したごみ処理を継続するため、ごみの減量・資源化に向けた取
組に加え、将来に向けた持続可能なごみ処理体制の構築を図ります。

ごみの減量ふくちやまモデル
推進事業 ２３２８万円

P.３５
生活環境課

高齢化や核家族化等の進展に伴い、高齢者のみの世帯等が増加して
おり、ごみステーションへのごみ出しが困難となる世帯が増加してい
ます。

こうした背景を踏まえ、ごみ出しにかかる支援を必要とする世帯を
対象とし、家庭ごみの戸別収集を実施します。

高齢者等ごみ出し困難世帯支援事業
５０３万円

P.３４
生活環境課

（主な取組）

◆将来にわたる持続可能なごみ処理体制の構築

┗ごみ中間処理施設のあり方の検討

プラスチック使用製品ごみ再商品化処理施設の整備構想の策定【拡充】

ごみ最終処分施設延命化（長寿命化及び適正更新）計画の見直し

◆経年でのごみ処理コストを分析・評価し、将来必要となる経費について

の比較・検討【拡充】

◆循環型社会形成推進地域計画の見直し

［債務負担行為額（令和８～９年度） １２７０万円］

将来世代にわたって森林資源を循環利用するために、森林環境譲与税を活用して「福知山市循環
型森林ビジョン」（令和６年度策定）に掲げる目標達成のための施策を展開します。

循環型森林ビジョン推進事業 ９３４１万円 P.３３
農林整備課

（主な取組）

◆森林境界の明確化（夜久野町畑地区）

◆高性能林業機械の導入や林業のスマート化等の取組支援

◆循環型森林整備対象箇所における再造林・切捨間伐への支援【拡充】

循環型森林整備の事例（夜久野町額田地区）

R８は循環型森林ビジョン
策定後第１地区目となる

市寺地区
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地域防災の要である消防団員の活動拠点となる消防車庫・詰所を整備することにより、消防防災体制に
万全を期すとともに、長時間にわたる災害現場活動に取り組む消防団員の活動環境の整備を図ります。

消防団施設整備事業 １億１２２万円 P.36
消防課

（主な取組）

◆消防車庫・詰所新築工事（河守分団）

◆消防車庫・詰所新築設計業務（雀部分団）

◆消防団施設照明設備ＬＥＤ化改修工事

消防車両更新事業 ６９１１万円
P.37
消防課

複雑多様化する各種災害に的確かつ迅速に対
応し、市民の尊い生命と財産を災害から守るため、
消防車両の更新を計画的に実施します。

（主な取組）

◆高規格救急自動車の更新

◆防火指導車の更新

◆小型動力ポンプ付積載車

の更新

高規格救急自動車イメージ

企業版ふるさと納税
１３００万円を活用して
更新します。

小型動力ポンプ付積載車イメージ

統合車庫・詰所イメージ
照明の

ＬＥＤ化工事

救助用半長靴イメージ

消防団活動事業において、
令和８年度全消防団員に
救助用半長靴（安全靴）
を支給します。
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どんな場面においても個人の尊厳が守られ、

子どもから大人まで誰もがお互いの生き方を

尊重することを基本とした地域生活を確立します。

そのような、自分らしさが生かされ

多様性を認め合う環境の下で、

子どもたちの育ちを見つめ、 共に支え合い、

安心して出産・子育てできるまちづくりを進めます。



令和８年度 予算案の概要 14

高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉の３つの分野においてオレンジ色をシンボル
カラーとした「オレンジのまちづくり」に一体的に取り組んできました。

令和８年度は住民組織・ボランティア・地域団体等のネットワークを一層活用でき
るよう事業の一部を業務委託し、住民参加型の事業実施と担い手づくりを一体的
に進めることで、地域の誰もが認知症の人や障害のある人、その家族、子育て家庭
等の状況に寄り添い、お互いに支え、支えられる優しいまち-地域共生社会の実現
をめざします。

オレンジのまちづくり関連事業 合計 ５２６５万円
P.４２
社会福祉課ほか

認知症を含む高齢者施策

障害者施策

子育て施策重層的支援

●認知症施策推進事業 68万円
┗認知症の理解促進、周知・啓発

●家族介護者支援事業 11万円
┗家族会・交流会など

●地域包括支援センター運営事業（重層的支援体制
整備事業） 8万円
┗周知・啓発

※各事業予算のうちオレンジのまちづくり関連経費を記載しています。

●介護予防・生活支援サービス事業 ７２０万円
┗訪問型サービスＢ補助金

●安心生活見守り事業 ６９５万円
┗緊急通報サービス

●在宅高齢者配食サービス事業 2861万円

●介護人材確保対策事業 8万円
┗介護の日大作戦開催

●手話言語・情報コミュニケーション推進事業 79万円
┗あいサポート運動、当事者等支援など

●地域生活支援事業（社会参加促進事業） 321万円
┗コミュニケーション支援者養成、ふれあい福祉フェスタ等、 社会参加支援

●地域自立支援推進事業 5万円
┗障害の理解啓発推進

●こども家庭包括サポート事業 ３1万円
┗ヤングケアラー啓発
┗児童虐待防止啓発

●ベビーファースト推進事業 114万円
┗子育てにやさしいまちづくりの機運醸成

●ファミリー・サポート・センター運営事業 ６7万円
┗相互援助活動の実施
┗相互援助活動研修会

●権利擁護支援事業 3５万円

総括啓発

●オレンジのまちづくり

推進事業 242万円
┗啓発、イベント開催



令和８年度 予算案の概要

だれもがインターネット上の誹謗中傷や差別等の被害者にも行為者にもならない、
基本的人権を尊重しながらインターネット上の恩恵を享受できる地域社会を実現する
ための施策を推進します。
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難聴者（児）補装具給付事業 ３７万円

これまで、軽度及び中度の18歳未満の難聴児に
対して言語の習得等に一定の効果が期待できると
医師が判断した場合に補聴器の購入や修理の費
用を助成していました。新たに18歳以上65歳未
満の軽度及び中度の難聴者に対し、自立した社会
生活と経済的負担の軽減を目的に本市独自の補
聴器購入・修理に係る助成を行います。

ネット上の人権侵害及び
被害者支援に関する条例推進事業 １１０万円

P.４０
人権推進室

（主な取組）

◆あらゆる年代に応じたネットリテラシー教育及び啓発

◆不当な差別的言動に係る侵害情報の削除要請

◆被害者及び行為者への相談支援 等

いったんインターネットに書き込まれた情報は容易に削除
することができず、残り続けるおそれがあることから、誹
謗中傷や差別等の未然防止及び被害者への支援が必要とな
ります。

P.４９
障害者福祉課

府制度（現行）

補聴器装用
対 象 者

１８歳未満の
軽度及び中度の難聴児

所 得 制 限 なし

助 成 内 容
購入費の２/３を補助
（基準額・上限額あり）

市制度（令和８年度～）

１８歳以上６５歳未満の
軽度及び中度の難聴者

あり
（市民税非課税世帯・生活保護世帯）

購入費の１/２を補助
（基準額・上限額あり）

•年代に応じたインターネットリテラシー教育やインター

ネット上の誹謗中傷等の現状を認識するための啓発などを

行います。

インターネットリテラシーの教育・啓発

•相談体制を整備するとともに関係機関との連携を行います。

被害者の相談支援

•誹謗中傷等を抑制し、さらなる被害の拡大防止のため相談、

助言、情報提供、指導などを行います。

行為者を発生させない

•不当な差別的言動に係る侵害情報に対し、必要に応じて意

見表明、削除要請、説示助言を行います。

被害を拡大させない

（主な取組）

【拡充】



令和８年度 予算案の概要

「福知山市ベビーファースト宣言」『みらいに かがやく ふくちっこ～コドモ、オトナが笑顔でつながる福知山』のスローガンと5つのアクション
プランにもとづき、事業者、地域団体等と一緒になってこどもを産み育てたくなる社会を実現していくために、子育てを応援する取組みを推進
し、子育てにやさしいまちづくりを進めます。
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ベビーファースト推進事業 ２３６万円 P.４６
こども家庭支援課

（主な取組）

◆子育てにやさしいまちづくりの機運醸成【拡充】

◆子育て世代が集い、交流する環境づくり

┗地域子育て支援拠点「りとるハピネス」の運営

◆企業や地域事業者と連携した子育て支援事業

┗こども向け親子スポーツ教室等のイベント開催

様々な活動の様子

女性活躍推進（人権推進室）、企業への周知・啓発（産業課）、地域への啓
発セミナー（人権推進室）、まちづくり活動応援補助（まちづくり推進課）、
教員向け研修（学校教育課）、保育士向け研修（幼保支援課）

アクション推進における庁内の主な連携部署等

おむつ回収
BOX設置

イクボス
研修会開催

ベビーファースト
推進市民会議
(仮称)立ち上げ

LINEによる
情報発信の

充実

包括的
性教育の
推進
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子育て世代包括支援センター事業
（母子保健型） １３９８万円

P.48
こども家庭
支援課

妊娠期から子育て期にかけて、個々の状況に応じて切れ目なく
サービスを提供することで、不安なく妊娠・出産・子育てができる
ように支援しています。

産後ケア事業では、助産師や保健師が育児相談、発育・発達相談
を行い、母親が安心して休息をとることができるように支援する
ことで母親の身体的回復と心理的な安定の促進につなげます。

（主な取組）

◆産後ケア事業（通所型：集団）をより多くの人が

利用できるよう、回数を増やして実施します。【拡充】

カフェタイムの様子

年度 R6 R7 R8

実施回数 21回 39回 112回

定員枠 63人 117人 336人

ＲＳウイルス予防接種事業 １１２４万円

RSウイルス予防接種が予防接種法に基づく定期接種に位置づけら
れたことから、令和８年４月１日より妊婦に対する定期予防接種を開
始し、出生後間もない乳児の感染を予防します。

（主な取組）

◆妊婦への定期予防接種を実施【新規】

┗対象者：

妊娠２８週から３７週に至るまでの妊婦

┗接種回数：１回の妊娠につき１回

P.56 こども家庭支援課

令和６年度には「第3期福知山市子ども・子育て支援事業計画」を策
定し、令和７年度には「福知山市こども・若者計画」を策定します。

また、「子ども・子育て会議」を設置し、委員の皆さんに計画の進捗
状況の評価やこども等に係る施策の審議を行っていただいています。

子ども・子育て支援事業計画推進事業
７３万円

P.52
こども
福祉課

（主な取組）

◆子ども・子育て会議における計画に基づく施策の進捗状況の評価

及びこども等に係る施策の審議

┗こども・若者の意見を事業や目標へ反映するために、令和８年度

から高校生委員等を２名追加【拡充】

会場（大呂自然休養村センター）
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子ども・子育て支援法による給付制度に基づき民間認可保
育所に保育の実施を委託し、また認定こども園及び小規模保
育事業所に対して給付費を支払い、保育環境の充実を図りま
す。また、令和8年度から新たに乳児等通園支援制度（こども
誰でも通園制度）を実施します。

保育所委託事業 ３２億９３０４万円
P.55 
幼保
支援課

（主な取組）

◆民間認可保育所、認定こども園、小規模保育事業所に対し

運営に必要な経費を支出

◆保護者の就労要件を問わず保育所等を利用できる乳児等

通園支援事業（こども誰でも通園制度）を開始【拡充】

┗良質な生育環境の整備・子育て家庭に対する支援の強化

公立保育所運営事業 ４億６０３万円

教育・保育を必要とするこどもの成長の一助を担うために、良好な保育
環境の提供、きめ細かな支援のために、公立保育園・こども園の運営を
行っています。

本市における少子化や子育てニーズに対応するために、将来の公立保
育園・こども園等のあり方を検討していきます。

（主な取組）

◆公立保育園・こども園の良好な施設運営管理

◆市の教育・保育の質の向上・共働き世帯等への就労支援

◆公立保育園・こども園等全体のあり方検討

┗施設の老朽化・少子化等をふまえた今後の方向性を検討するため

子ども・子育て会議に委員だけでなくアドバイザーも参加【拡充】

P.53
幼保
支援課

放課後児童クラブ整備事業 ２億３１００万円 P.5８
生涯学習課

近年、共働き世帯の増加等に伴い、放課後児童クラブの利用者が低学年
を中心に増加している施設があります。また、配慮等を必要とする利用児
童も増加傾向にある中、保護者が安心して就労ができ、児童が更に安心・
安全に生活できるための施設を整備し、

クラブ環境の向上を図ります。

（主な取組）

◆惇明放課後児童クラブ棟新設工事

◆旧大正放課後児童クラブ棟解体工事

◆庵我放課後児童クラブ照明設備改修工事

継続費（単位：千円）

年度
惇明放課後児童クラブ棟
新設工事継続費設定

R8 126,000

R9 84,000

合計 210,000

（こども家庭庁作成のリーフレットより引用）
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誰もが、何歳になっても

自らの成長を実感しながら暮らせるまちづくりを推進します。

子どもたちには、成長する喜びを覚え、

様々なことに挑戦する意欲が持てるよう、

学びや体験の機会を充実させます。

また、地域独自の有形・無形の文化財や

福知山公立大学の存在を生かしながら、

人生を豊かにするために

生涯を通じて学べる場づくりを進めます。
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響プランＦ（福知山市立学校教育内容充実プラン）に基づき、充実し
た体験活動を支援することにより、子どもたちの豊かな心とあらゆる
可能性を伸ばす教育を進めます。

響プランＦ心の充実事業 ３２２５万円

P.６１
教育総務課

（主な取組）

◆様々な体験の機会となる

修学旅行への費用補助

◆「本物」の芸術・文化体験

（中学1年生・小学4年生）

◆心の充実体験活動

（歴史・文化学習や体験活動等）

小学校施設環境改善事業 ６８６３万円
中学校施設環境改善事業 ９９６７万円

各小中学校において空調設備を必要とする特別教室への整備を計画
的かつ段階的に進めます。あわせて児童生徒の安全確保、教育環境の
改善及び避難所の環境改善の推進に向けて、体育館施設への空調設備
整備を新たに段階的に実施します。

（主な取組）

◆特別教室への空調設備設置

◆学校体育館への空調設備整備に

向けた設計業務の実施

新たな価値観や多様性を受け入れ未来を切り拓く、国際感覚や人権
感覚を持った人材の育成を図るため、海外短期留学を実施し、次代を
担う中学生が、国際交流を通じて成長できる契機とします。

はばたけ世界へ 中学生短期留学事業
１６１０万円

P.６３
生涯学習課

（主な取組）

◆10日間の海外短期留学（カナダ）

◆応募者全員研修会「異文化理解・

コミュニケーションの実践」の開催

◆留学者への事前学習会開催

◆留学者の成果発表報告会

P.６５
学校教育課

現地学生との交流（Ｒ７.8）

令和８年８月に中学２年生
１５人を対象に実施予定

中学校部活動地域移行検討事業 ７７３万円 P.64
学校教育課

少子化による生徒数の減少等から学校部活動の維持が困難になる
中、中学生がスポーツ・文化芸術に継続して親しむことができるよう、
地域における持続可能で多様なスポーツ・
文化環境の確保と充実をめざします。

（主な取組）

◆部活動地域展開の実証

◆検討会議での実証状況共有と持続

可能な部活動地域展開のあり方検討

┗運営上の具体的な課題を検討 市内中学校吹奏楽部員による
Brass Fes Fukuchiyamaの様子

学校で「能」を鑑賞しました

市内学校体育館



令和８年度 予算案の概要 21

P.66
経営戦略課

福知山公立大学運営費交付金事業
８億１１９万円

福知山公立大学は「市民の大学、地域のための大学、世界ととも
に歩む大学」という基本理念のもと、持続可能な地域社会の形成・
地域創生に向けた社会貢献をめざしています。

また本市を中心とした北近畿地域の課題解決などに取り組むとと
もに、令和6年4月に開設した「大学院地域情報学研究科」では、研
究成果を社会実装し地域に還元することを目的のひとつとするな
ど、地域とともに成長する大学をめざします。

学校給食管理運営事業 ６億２４８０万円

（主な取組）

◆全市立小中学校の学校給食を提供
┗学校給食センターの運営・維持管理及び調理・配送

◆学校給食費の公会計事務
┗学校給食費の決定、調定・収納及び債権管理

◆市立小学校の学校給食費の支援【拡充】

市立小中学校の児童生徒の心身ともに健やかな成長に寄与す
るため、安心安全な学校給食を提供します。

給食食材費等が高騰し、給食の質・栄養バランスの確保と保護
者負担の軽減を両立することが課題となる中、国の給食費負担
軽減交付金と地方創生臨時交付金（重点支援地方交付金）を活
用して子育てしやすい環境づくりと子どもたちの健やかな成長
を支えます。

P.60
学校給食
センター

（主な取組）

◆運営費交付金により法人の運営に必要な経費を支援

┗大学の安定的かつ健全な運営を図る

小学校の学校給食費については、
国の給食費負担軽減交付金を活用
しますが、補助基準額を超過する
分についても、令和8年度に限り
国の地方創生臨時交付金（重点支
援地方交付金）を充当し、保護者
の費用負担をなしにします。
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肉体的にも精神的にも

健康的な生活をおくることができるように、

プライベートな空間での活動的な環境づくりを推進します。

生涯を通じた健康づくりはもとより、

スポーツや文化芸術活動をはじめとした、

自分らしい生きがいを持つ、

生活の質に着目したまちづくりを進めます。
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（主な取組）

◆がん治療に伴う外観変化（アピアランス）を

ケアするための費用の一部補助

◆在宅療養を希望する18～４０歳未満の

がん患者が在宅サービスを利用する

ための費用の一部補助
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アクティブシティ推進事業 ９８０万円
P.７０
健康医療課

（主な取組）

◆市オリジナルアプリ「福知山KENPOS」の

活用推進

◆アクティブシティの取組推進

┗アドバイザーによる企画事業

┗アクティブシティ推進事業を

実施する団体への補助

誰もが心身ともに健やかで豊かな生活を送ることができるまち

「アクティブシティ」の実現に向け、市民団体、民間企業等と協働して

取り組みます。

献血・骨髄バンク推進事業 １０２万円

（主な取組）

◆学校や企業に向けて献血と

骨髄バンクに関する啓発を実施

┗市内学校出前講座や市内外イベント

でのブース参加

┗都市宣言啓発活動【拡充】

◆献血・骨髄バンク関連補助・助成事業

福知山市は令和2年に「献血と骨髄バンクの支援を広げる都市宣言」を
行いました。令和7年度は福知山公立大学との連携により大阪・関西万
博で啓発活動を実施しました。

令和7年度から高齢者の帯状疱疹ワクチン予防接種が、予防接種法
に基づく定期接種に位置づけられており、引き続き対象者が円滑に
接種できる体制を整えます。また、定期接種対象外の人が接種される
場合には、本市独自の助成制度により、接種費用を助成します。

帯状疱疹ワクチン接種事業 ４４６９万円 P.６９
健康医療課

（主な取組）

◆定期接種分の実施
┗生ワクチン：自己負担金4000円で接種（1回あたり）
┗組換ワクチン：自己負担金10000円で接種（1回あたり）

◆任意接種分の支援
┗生ワクチン：3000円の助成（1回あたり）
┗組換ワクチン：8000円の助成（1回あたり）

（注）定期接種、任意接種それぞれに
対象者の規定があります

P.７２
健康医療課

まちなかウォーキングの様子

大型パネルを使った啓発の様子

がん患者のための生活支援事業 １９０万円 P.67
健康医療課

がん治療の進歩により、治療を継続しながら社会生活を送るがん患
者が増加しています。がん患者とその家族の生活の質の向上を図り、
がんになっても安心して生活し、尊厳を持って

生きることのできる地域共生社会の実現をめざ

します。
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福知山城天守閣再建４０周年記念事業
５１４万円

P.73
文化・スポーツ
振興室

（主な取組）

◆福知山城再建に関するパネル展

◆福知山城二代目城主

豊臣秀長に関する資料の展示

◆限定デザインの記念切手・御城印を

制作・販売

◆福知山城ＰＲ動画の制作

◆令和8年度は開館日を増やし、

年末年始のみ休館

令和8年は、昭和61年に市民による「瓦1枚運動」により福知山城天守
閣が再建されてから40周年となる節目の年になります。

観光拠点としてだけでない福知山城の歴史的価値や再建の様子を知
る企画を行い、市内外に発信することで地域への誇りを醸成するととも
に、交流人口の拡大を図ります。

佐藤太清記念美術館企画・
展示品等充実事業 ２９１万円

（主な取組）

◆リト＠葉っぱ切り絵展（特別展）【拡充】

◆高校アート展

◆福知山市・京都工芸繊維大学

連携企画展

◆ちいさな絵画展

本市出身の日本画家佐藤太清画伯の作品を保存・公開し、文化振興
の拠点としての役割を担っている佐藤太清記念美術館では、近年来館
者の減少が課題となっています。令和7年度に非常に多くの来館が
あった漫画家こうの史代さんの原画展に続き、令和8年度においても
特別展を実施し、市民文化の発展に取り組みます。

P.７４
文化・スポーツ
振興室

【作品名】葉っぱのアクアリウム

【作品名】たまにはのんびり、
葉根ものばさなくちゃね

福知山城御城印

令和9年2月頃に
桜の植樹を予定

福知山城
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国際大会等開催準備事業 ２６８８万円

（主な取組）

◆ワールドマスターズゲームズ

２０２７準備関連事業

◆令和８年度全国高校総体（インターハイ）

開催関連事業

「令和8年度全国高等学校総合体育大会」及び令和9年（2027年）
5月の「ワールドマスターズゲームズ2027関西」が、本市の三段池
科研電機テニスコートで開催されることから、これを本市における

スポーツ振興をさらに加速する好機と捉え、引き続き市民がスポー
ツに親しむ機会を創出し、スポーツを通じた

まちの活性化を進めます。

P.７６ 文化・スポーツ振興室

安心・安全まちづくり推進事業
３７４万円

P.77
市民課

（主な取組）

◆公共空間への防犯カメラの設置（１箇所）

◆自治会等が地域に設置する

防犯カメラの購入・設置費用を一部補助【拡充】

┗補助内容：事業費の2分の１以内

（上限10万円・１団体1台）

市民が安全で安心して生活することができる地域社会の実現に向けて
市内の公共空間に防犯カメラの設置及び設置への補助を行うことで、市
民の安心感の向上及び犯罪抑止に努めます。
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高齢期になっても、住み慣れた地域で

自分らしい生活を最期まで続けることができるように、

地域の実情に見合った医療・介護・予防・住まい・生活支援が

一体的に提供される地域包括ケアシステムを

生活インフラとして定着・充実させます。

そのために、介護や医療体制の整備を推進します。
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令和７年度の
啓発イベントの

様子
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介護人材確保対策事業 ４４９６万円 P.７９
高齢者福祉課

（主な取組）

◆介護職員初任者研修受講料助成

◆介護福祉士実務者研修受講料助成

◆介護人材定着支援金

┗市内事業所に勤務後３年間で60万円を支給

◆外国人介護人材定着支援金

┗市内事業所に勤務後５年間で60万円を支給

高齢化が進み、ますます介護が必要な方の増加が見込まれる中、介護人材不足への対処は喫緊の課題であり、
介護人材の確保・育成・定着に向けた各種支援を行います。

◆介護支援専門員等研修受講料助成

◆介護福祉士育成修学資金貸付

◆医療的ケア研修受講料助成

◆福祉人材PRプロジェクト事業
┗行政及び市内の介護事業所等が協力して啓発

イベントを実施
┗小中学生を対象として介護職種の魅力を発信

地域介護予防活動支援事業（重層的支援体制整備事業）
２７７万円

P81
高齢者
福祉課

年齢や心身の状況等によって高齢者を分け隔てることなく、誰でも一緒に
参加することのできる介護予防活動の地域展開をめざします。

（主な取組）

◆貯筋体操（出向き型事業）への

体操指導者の派遣

┗体操講師謝礼（3000円/回）を

令和８年度は全額市が負担【拡充】

◆体操指導者育成講座の実施

◆介護支援サポーターの養成及び活動支援

高齢者補聴器購入費助成事業
１６１万円

P.７８
高齢者
福祉課

難聴の高齢者が補聴器を装用することで、閉じこもりや認知
機能等の低下を防ぎ、積極的に社会参加や地域交流ができる
よう、補聴器購入に要する費用の一部を助成します。

（主な取組）

◆６５歳以上の難聴者の補聴器

購入費用助成

（医師が必要と認めた方に限る）

┗購入費用の半額

（上限2万円・１人１回限り）

老人福祉法に基づく施設（養護老人ホーム、ケアハウス
等）を補助対象に加えました。

【拡充】

耳掛け型の補聴器

みんなで集まって貯筋体操！
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（主な取組）

市民病院

◆新棟建設事業（第１工区）

◆本院無停電電源装置更新

◆放射線科治療計画装置ハードウェアの更新

◆医療情報システム更新支援業務

大江分院

◆全身用Ｘ線ＣＴ装置更新

◆病室空調機更新

市民病院は、地域の中核病院として、高度で多様な医療ニーズに対応できるよう、引き続き医療スタッフの確保と医療機能の
充実に努めます。令和8年度は、放射線科の治療計画装置等のシステムをはじめとした医療機器の更新や、経年劣化による本
院無停電電源装置や救命救急棟3階系統の空調機更新などを進め、医療提供体制に万全を期すとともに、現在進めている新棟
建設事業（第1工区）の完成をめざします。

大江分院は、全身用X線CT装置や病室空調機などを更新するほか、引き続き訪問診療や訪問看護等の在宅医療を推進する
など、地域に密着した医療提供に努めます。また、市民病院と連携しながら将来の地域医療を担う総合診療専門医の育成施設
としての機能を推進します。

28

医療機器等整備事業（市民病院） ２億９５３２万円
（大江分院） ３５４０万円

P.132
病院事務部総務課

施設整備事業（市民病院） ７億７０５６万円
（大江分院） ７８６万円

P132
病院事務部総務課

全身用X線CT装置【イメージ】
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年齢や性別、障害の有無などに関わらず、

働く意欲のある人が働く場を得られるように、

また、ライフスタイルに応じた多様な働き方や

育児・介護と仕事が両立できるように、

制度設計や民間事業者への働きかけを総合的に推進します。

同時に、企業・事業者のニーズを踏まえつつ、

スキルアップの機会充実や市外への発信力の強化などの

環境整備を進めます。



令和８年度 予算案の概要 30

「第4次福知山市男女共同参画計画はばたきプラン2021後期計画」に基づき、女性が本
人の希望や能力に応じて活躍できる環境整備を進め、就業継続や再就職、キャリア形成を
支援するとともに、事業所や地域における意識改革を促進しダイバーシティの視点を地域
全体に広げることにより、多様な人材が活躍できる地域づくりを推進します。

女性活躍推進事業 ６４８万円
P.83
人権推進室

（主な取組）

◆働く女性を支援するメンターの育成と

社外メンター派遣のモデル実証【拡充】

◆キャリア形成・ネットワークづくりのため

のセミナー開催

◆メンターネットワーク構築に向けた計画

策定【拡充】

◆地域で啓発セミナーを開催し、ダイバー

シティへの理解を促進【拡充】

奨学金返済負担支援事業 ７８万円
P.84
産業課

（主な取組）

◆京都府が実施する「就労・奨学金返済一体型支援事業」への上乗せ支援

・補助対象者・・・・・・京都府が実施する就労・奨学金返済一体型支援事業

補助金による手当制度を利用し、市内に本店又は主

たる事務所を有する中小企業者及びその他の法人

（一般社団法人、公益社団法人、医療法人等）

・補助対象経費・・・・ 従業員1人あたり年額１８万円以内

・補助期間・・・・・・・・ 補助対象となる従業員ごとに3事業年度

・補助率 ・・・・・・・・・ 従業員への支給額の４分の１以内

市内中小企業者等の人材確保を支援するとともに、高等学校、
高等教育機関（大学、短期大学、専門学校等）を卒業した若者の
市内就職の促進を図ります。

令和8年度の事業
の詳細については、
市ホームページ等
で改めてご案内し
ます！

ネットワーキングフォーラム
参加者のみなさん

働く女性セミナーでの
グループワーク

保育士の場合、保育士確保
対策事業によりさらに事業
者負担を軽減します。
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デジタルワークカレッジ運営事業 ３６２万円
P.85
経営戦略課
DX推進課

少子高齢化や労働人口の減少が進む中、DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進やデジタル技術を活用できる人材の育成・確保が
重要となっています。また、デジタル技術は特定の世代に限らず、将来の地域を担う若年層から現役世代まで、幅広い層にとって必須のス
キルとなりつつあります。

本事業では、福知山公立大学の知見を活用し、多様な世代を対象に、基礎的な情報リテラシーの向上から、実社会で活用可能な情報スキ
ルを学べる教育プログラムを開講し、デジタル人材の育成を図ります。

（主な取組）

◆幅広い世代を対象に、ITやAIの知識や技術を身につけるための情報教育プログラムを実施

◆高校生以上の世代を対象に、受講者の経験や目的に応じてデータサイエンスやプログラミングを学べる講座を開講

◆小・中学生を対象に、楽しみながらITに触れることでITの知識や技能を高め、論理的思考や発想力を高めるプログラミング教室をそれぞれ

2講座ずつ、１日完結型で実施

◆市民や事業所を対象として、AIの現在と将来について認識を持ち、AIが今後の暮らしや働き方とどうつながるのかを学んでいただくため、

AIの連続講座を開催

小中学生向けの１日講座（イメージ）専門性を高める「発展編」（イメージ） あなたにぴったりの講座が
きっと見つかるはず
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本市のみならず北近畿の地域経済の礎となってきた

長田野工業団地の企業定着やさらなる発展に向けて、

同アネックス京都三和も合わせた各般の取組を推進します。

同時に、本市の地域産業の強みや特質を見極めつつ、

かつ産学労金などとの連携を密にしながら、

新しい情報や技術を積極的に取り入れる

進取の産業振興を進めます。
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（主な取組）

◆観光ビジョン「福知山城から広がる 福がいっぱい福知山」の取組

◆観光誘客促進の取組

┗ツアー造成補助金、アンテナショップ（福知山ちゃった）等での特産品の販路拡大、

食イベント・「福知山イル未来と」の開催等

◆福知山城景観整備、老朽化した看板の改修・修繕

◆観光プロモーションの取組（SNSによる情報発信、観光マップ作成等）

33

和紙伝承館魅力向上事業 ２６１万円 P.91
大江支所

丹後二俣紙の文化と技術の啓蒙・継承・

発展を目的に開館し、昨年に３０周年を

迎えた和紙伝承館について、更なる魅力

向上のため、体験型施設への転換や観光

DX・インバウンド対策等に取り組みます。

（主な取組）

◆幅広い観光客獲得の

ための施設・体制整備

手漉き和紙体験の様子
鬼の回廊

鬼瓦公園再生事業 ２９３万円 P.92
大江支所

（主な取組）

◆鬼回廊等の修繕

◆地元大学と連携し、鬼瓦公園の

リニューアルデザインを立案

鬼瓦公園は地域住民に親しまれる公園であり、また、大江駅前立地の
観光資源として観光客にとっても重要な玄関口です。地元大学と連携
して誘客促進を図るためのリニューアルに向けたデザイン立案等を行
います。

観光アクションプラン推進事業 ３０３０万円

近年、インバウンドを中心とした観光客が全国で急速に増加しており、観光産業が日本の重要な成長分野となって

います。こうした機運を捉え、令和6年度に市内の観光団体等と連携して、「福知山観光アクションプラン」を策定し、

インバウンド、滞在型観光（宿泊客、日帰り客）等のターゲットや各団体の役割を明確化しました。

引き続き、令和8年度も「福知山観光アクションプラン」に基づく官民連携の戦略的な観光施策を展開するほか、再建
40周年を迎える福知山城を市内外に発信することで、国内外から福知山市への観光誘客、消費拡大等を推進します。

P.８９
商業観光課

福知山市の街中に溢れる
「福」（観光資源）の発信、魅力
向上に寄与する目的であれ
ばどなたでも使用できます
（※使用ガイドラインあり）

「福知山城から広がる 福がいっぱい
福知山」ロゴマーク

晴天に映える福知山城
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丹波くり振興事業 ３８３万円

「福知山産丹波くり」の生産量の拡大及び高品質化・ブランド化に向け、

生産者に向けた支援制度・取組を重点的に進めます。

（主な取組）

◆丹波くりの新植・改植、有害鳥獣防除

施設整備等の取組支援

◆福知山市アンテナショップ「福知山

ちゃった」（大阪市中之島）と連携

した催事実施

◆販路拡大等に向けた施策展開のための

生産者基礎調査【拡充】 ほか

P.97
農林整備課

大阪市での催事の様子（R7）

やくの高原活性化事業 ８６６７万円
P.87
夜久野
支所

（主な取組）

◆[ファームガーデンやくの]

リニューアル及び老朽化

施設改修に係る設計

※令和 8 年度：実施設計

令和 9 年度：整備工事

令和１０年度：

リニューアルオープン予定

「ファームガーデンやくの」を中心とした夜久野高原全体の再構
築に向け、「やくの高原活性化検討委員会」を立ち上げ、令和7年4
月に「やくの高原活性化方針」を策定しました。この方針を踏まえ、
令和7年１２月に公募型プロポーザルにより事業者公募を実施、令
和8年２月に事業者を決定しました。

今後、事業者提案を基に、本施設を体験型・滞在型観光拠点へと
再整備し、地域の賑わい創出及び経済活動の活性化等を図ります。

【拡充】

稼げる農業応援事業 ３０９万円 P.96
農業振興課

自らが「稼ぐ」ことに取り組み、将来展望を切り開こうとする意欲あ
る農業者を支援するために、市内外への農産物の販路拡大や商品開
発をめざす取組みを支援するとともに、農業者向けの講座を開催し、
農業者の所得向上を図ります。

（主な取組）

◆エエもん認定品等福知山産農産物のPR・販路拡大支援

◆農業所得の向上につながる販路

開拓や商品開発等の取組に対して

補助金を交付

◆高付加価値かつ環境にやさしい米

づくりを行う農業者に対して取組

面積に応じた補助金を交付

ファームガーデンやくの（全景）

市民交流プラザでの講座の様子
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施設整備スケジュール
（（仮称）福知山市企業交流プラザ基本計画より）
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（仮称）福知山市企業交流プラザ基本設計事業 ３４６０万円 P.88
産業課

長田野工業団地内にある企業交流プラザが竣工から50年を迎えたことから、施設の今後のあり方について検討す
る「あり方検討会」を設置し、令和7年2月に提言を受けました。この提言を踏まえて策定した「（仮称）福知山市企業交
流プラザ基本計画」をもとに、「長田野工業団地の活性化と地域経済の発展に貢献する産業振興の交流拠点」を基本
理念とし、交流を通じて新たな技術や価値が創造される地域全体の産業振興拠点となる新たな施設整備を進めます。

（主な取組）

◆基本設計業務

┗環境先進性や外構工事規模によるコスト比較等を行いながら、施設整備の内容

を固めるための基本設計業務を委託します。
┗基本設計の内容については専門家からアドバイスを受けながら、施設を訪れる

人の感性が刺激され、対話を通じて生まれる気づきが新たな価値を創出し、
イノベーションを誘発するアートの視点にも配慮した施設になるよう検討します。

ＮＥＸＴふくちやま産業創造事業 ５９６万円 P.93
産業課

（主な取組）

◆有害鳥獣駆除隊員に対し、

捕獲実績に応じた報償金支出

◆新規の狩猟免許取得費用、

ハンター保険加入費用を支援

◆危険鳥獣の緊急銃猟に備えた

机上訓練・射撃訓練の実施

持続可能な経済社会の担い手となるスタートアップ企業の創出に取り
組むとともに、地域内外の人や企業が繋がる「地域間ネットワーク」の構築
と先進的企業の誕生、連携、集積という循環を地域主体が自律的に回す
「地域エコシステム」を生み出し、福知山の次世代を担う新たな企業や産
業の創出、集積をめざします。

有害鳥獣捕獲事業 ９３９３万円

有害鳥獣による農作物被害が全国的に問題となる中、本市において
は農作物被害を減少させることを目標とし、「福知山市鳥獣被害防止
計画」に基づき、有害鳥獣駆除隊による捕獲を実施しています。

上：対応手順確認訓練
右：射撃技能訓練

（主な取組）

◆NEXT産業創造プログラム ほか

┗社会人等を対象とした起業

支援プログラムを開催し次

世代を担う人材を育成

P.95
農業振興課

基本設計

実施設計

解体設計

令和12年度

設計

基本計画策定

区分

建築・外構工事

解体工事

入札、契約等

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

完成
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公共施設の長寿命化や機能集約に取り組み、

産業・生活基盤を整えるとともに、

防災・減災対策として、居住地の浸水対策、

治山・治水対策を進めます。
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コンビニ交付事業 ３６０１万円

（主な取組）

◆コンビニ交付システム構築

◆各種証明書類のコンビニ交付を導入【拡充】

P.116
市民課

P.116
税務課

証明一般管理事業（コンビニ交付システム導入分）
６２６万円

発行可能な時間 ：
午前6時30分から午後１１時まで

住民基本台帳システムの標準化に伴い、市民交流プラザに設置している自動交
付機が利用できなくなります。

こうした状況に対応するため、広く普及しているマイナンバーカードを活用した
コンビニ交付システムを導入し、市民の利便性の向上を図ります。

マイナポイント付与時にマイナンバーカードを取得された方の電子証明書更新や
未成年者のカード更新が令和7年度から増加傾向にあり、写真撮影を希望される
方も多いことから、窓口での待ち時間が長くなっています。

郵便局に申請書作成のサポートを委託し窓口を分散化することにより、窓口混雑
の解消や待ち時間の短縮を図ります。

マイナンバーカード交付等推進事業 １０４２万円

（主な取組）

◆マイナンバーカードの申請・交付・運用に係る業務

◆市内郵便局３局にマイナンバーカード申請書作成サポートを委託【拡充】

P.115
市民課

サポートが受けられる郵便局は、
福知山石原郵便局・福知山篠尾郵便局・雲原郵便局の3局です。
（サポート内容：申請書に貼り付ける写真の撮影、記入方法の説明など）

コンビニ交付ができる
ようになる証明書

・住民票の写し（謄本）
・住民票記載事項証明書
・印鑑登録証明書
・戸籍全部（個人）事項証明書
・附票の写し（全部・一部）
・課税証明書
・所得証明書 など

37
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街路整備事業 ２億１１２１万円
P.101
都市・交通課

都市計画決定済みの都市計画道路の未整備部分について、将来交通需要及
び都市構造を踏まえ、交通安全の確保及び道路ネットワークの補完・強化を目
的として、沿線自治会や関係機関等と調整を図りつつ、優先度に応じて順次
事業化することで、地域交通の安全性向上を図ります。

（主な取組）

◆土地購入及び物件補償 ◆市町村負担金の支出

┗篠尾線（篠尾工区）、福知山綾部線（興工区） ┗福知山綾部線（土工区）

◆篠尾線◆福知山綾部線・興工区 ◆福知山綾部線・土工区

[債務負担行為額（令和８～11年度）

都市計画道路用地の先行取得費用及びそれに伴う京都府土地開発公社借入に対する債務保証]

平成26年8月豪雨をはじめとして、台風等の豪雨により家屋の浸水被害が発生した下六人部地区の浸水被害の軽減を図ります。

下六人部地区浸水被害軽減対策事業（道路河川課） ４２００万円
P.105
道路河川課

下六人部地区浸水被害軽減対策事業（農林整備課） ８１０万円

P.105
下水道課下六人部地区浸水被害軽減対策事業（下水道課） ２億８８７万円

P.105
農林整備課

（主な取組）

◆下水道雨水排水施設整備

┗雨水排水路新設工事

※道路河川課分及び農林整備課分は

一般会計で予算計上しています。

下水道課分は下水道事業会計で

予算計上しています。

◆農業用施設整備

┗ため池浚渫に係る

設計業務委託

◆道路排水施設整備

┗排水構造物改修工事
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上：成和地域体育館
左：成和地域公民館

39

「福知山市公共施設マネジメント基本計画」に基づき、老朽化の進む丘地区の4つの公共施設（丘児童センター、旭
が丘教育集会所、夕陽が丘教育集会所、丘老人施設）の機能を集約した施設を整備します。新たな施設については、
運営の効率化、余剰地の利活用、また避難所機能を強化し、ZEB化を図るなど、人口増加と高齢化が進む地域の将
来を見据え、人権尊重と福祉のまちづくり推進のための交流拠点として整備します。

人権関連施設集約整備事業 ６億５９１９万円

（主な取組）

◆整備工事に係る施工監理業務・意図伝達業務【債務負担行為】

◆丘地区人権関連施設集約整備工事

P.99
人権推進室

現在の丘児童センター

北近畿唯一の動物園である福知山市動物園（三段池ＲＡＶＩＨＯＵＳＥ
動物園）は、本市にとって主要な観光施設の一つです。老朽化した仕
切りフェンスの更新や暑さ対策関連整備を実施し、来園者が快適に動
物との触れ合いを楽しむことのできる環境を整えます。

（主な取組）

◆動物園遊具設置工事

◆暑さ対策関連工事

◆仕切りフェンス整備工事

P.104
都市・交通課

福知山市動物園活性化事業 １１２０万円

現在の仕切りフェンスの様子

建築後40年以上が経過し老朽化の進む地域公民館の大規模改修を
行います。地域福祉や地域コミュニティ活動の拠点として、「地域包括
支援センター」、「地域住民センター」、「避難施設」としての機能を備え、
地域住民同士のつながりを深め、安心・安全を確保した施設として改
修整備します。

（主な取組）

◆成和地域公民館・体育館改修工事

P.113
中央公民館

地域公民館等長寿命化（大規模改修）事業
３億４４６６万円

継続費 （単位：千円）

年度 改修工事

R７ 225,600

R８ 338,400

合計 564,000

令和9年4月の開館をめざして現在整備工事
を施工中です。
また、新たな施設の駐車場整備のため、用地
整理等を行っていきます。

人権関連施設集約整備事業（こども福祉課） ８２２万円

継続費（単位：千円）

年度 整備工事

R7 395,800

R8 593,700

合計 989,500

P.99
こども福祉課
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R8年度

基本・実施設計、
許認可申請

建設工事

入居

解体工事

R6年度 R7年度

余剰地

R3年度 R4年度 R5年度

15か月

19か月 18か月

6か月

2か月 2か月

9か月

整地完了基本設計(9か月) 実施設計(9か月) 工事(14か月)
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地域間交流促進ネットワーク事業（市道整備） ２億５０００万円

地方版総合戦略（まち・ひと・しごと・あんしん創生総合戦略）として策定した
地域再生計画『持続可能な生活を支える基盤の整ったまち』に基づき、市内の
道路網の整備を行います。交通の利便性の向上、地域間交流の促進を図ると
ともに、災害時における避難経路の確保、安全・安心な道路環境、観光入込客
数の増加を図ることを目的とし、地域未来交付金により事業を実施します。

（主な取組）

◆道路改良、舗装改良に係る工事、用地取得等

┗笹場小野線、三段池動物園線ほか

P.109
道路河川課

三段池動物園線

笹場小野線

「福知山市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、耐用年数を超過し老朽化した市営住宅つつじが丘団地、向野団地の統合建替を行うことにより、
維持管理費の削減および市民の安心・安全と居住水準の向上を図ります。

つつじが丘・向野団地建替事業 ７億３５９４万円

（主な取組）

◆第2期棟の建設（R6～R8）

◆既存住宅解体工事 ほか

P.112
建築住宅課

事業スケジュール

第2期棟(建設中) 北東面 集会所(建設中) 東面
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第2期公共施設マネジメント前期実施計画（R7～R11）の再配置方針に基づき、個々の施
設の再配置と集約化・複合化に取り組み、施設の最適化を図ります。また、存続する施設に
ついて、予防的な修繕等を計画的に実施することで施設の長寿命化を目的とする個別施
設計画の実効性を高めるため、福知山市公共施設等包括管理業務を継続して実施します。

施設マネジメント事業 ２億８５４２万円

（主な取組）

◆公共施設マネジメント計画策定及び推進

◆公有財産の機能統合及び民間移譲の総括

◆包括管理業務による施設の一括管理

P.118
資産活用課

包括管理のイメージ

「福知山市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、老朽化した市営住宅南佳屋野団地、
西佳屋野団地の統合建替を行うことにより、維持管理費の削減及び市民の安心・安全
と居住水準の向上を図ります。

南佳屋野団地ほか建替事業 ４００万円

（主な取組）

◆建替基本構想策定業務

P.111
建築住宅課

対象となる市営住宅（232戸）

Ｒ１０年度 Ｒ１１年度以降

土地整理業務

地質調査業務
基本計画・導入可能性調査

地元調整・意見聴取

意向調査業務・基本構想策定業務

Ｒ８年度 Ｒ９年度Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

事業スケジュール
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・公共施設マネジメントにより創出された土地や土地開発公社から継承した土地などの利活用による収益等を、公
共施設等総合管理基金に積み立て財源を確保（売却・貸付含め ２億9６２８万円）

・令和7年度までに積み立てた公共施設等総合管理基金を令和8年度の各事業に充当（基金繰入 １億５７４１万円）

・つつじが丘団地建替に伴う余剰地売却（２億７０００万円）

・関係人口の拡大に係る取組や新たな返礼品の開発、返礼品提供数拡大の支援等をさらに推進することにより、
ふるさと納税寄附額は前年度当初予算比4億円の増（ふるさと納税寄附基金 10億円）

・幅広い事業に企業から寄せられた企業版ふるさと納税を活用（企業版ふるさと納税寄附金 3105万円）

5億6628万円

ふるさと納税等の推進
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市有財産の積極的活用

① 財源確保

その他多様な財源の確保
・ネーミングライツ、指定ごみ袋、公用車広告などによる広告料収入の獲得（1601万円）

・様々な事業の財源としてクラウドファンディングを活用（1350万円）

・基金一括管理方式による効率的な基金運用（3386万円）

・美術館グッズや不用公用車、学校タブレット、回収ペットボトルなど物品売却収入の確保（1億1021万円）

10億3105万円

5395万円

※基金繰入は含んでいない

受益者負担の適正化
・国民健康保険事業において保険料を一人あたり平均8878円引き上げ（保険料+４１２０万円）

・放課後児童クラブの常時使用料を毎月4500円に引き上げ（使用料+9３8万円）

・市バスの大人運賃を250円に引き上げ（運賃収入+８７万円）

・福知山城天守閣及び福知山市佐藤太清記念美術館の入館料を330円に引き上げ（入館料+２50万円）

１億7358万円
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② 歳出等の改善

地方債繰上償還による公債費の抑制

・繰上償還を実施し、将来の公債費負担を抑制

○令和7年度実施 3億円

R7繰上償還実施額 3億円

Ｒ7繰上償還によるR8償還抑制額
3億円

業務効率化・ペーパーレス化の推進 業務効率化等による効果額
391万円

・令和7年度に全庁で募集した事務・事業の見直し案354件のうち、27１件について実施に向けた具体的な取組・検討を進めていく。

〇令和8年度に実施する取組例

┗産後ケア事業（通所型：集団）を令和8年度から全て委託により実施 504時間

┗オレンジのまちづくり推進事業の効果的な展開に向け、一部業務を外部に委託 360時間

┗各種予防接種 減免対象者判定作業のDXにより、接種券の即日発行と業務時間の縮減を実現 600時間

┗地域包括支援センター運営においてPC端末を追加配置することで作業の待ち時間を解消 1440時間

・仮想アプライアンス導入による業務時間の削減（税務課ほか） 690時間 189万円

・集中管理公用車の台数削減による維持管理費の削減 35万円

┗市保有車両を令和8年度中に8台→５台に削減

・ペーパーレス化促進を図るため全部署の印刷に要する経常的経費等を削減 １６７万円

・ローコードツールの導入や計画策定業務等の情報収集・分析にAIを活用する等のDXの取組を
各所属で推進。

・業務効率化のためのシステム導入等による業務時間の削減

事務・事業・人員の抜本的な見直しに係るリダクション（縮減）の取組
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文化芸術会館等建設基金

その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

(百万円)
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③ 基金残高
 全基金残高は、前年度末見込みに比べて1.0億円減少し86.７億円（令和8年度末見込み）

 財源対策基金残高は、財政調整基金を光熱費高騰対策等の財源として2.2億円取り崩す一方、減債基金につつじが丘団地建替えに
係る土地売払収入相当額を2.7億円積み立てることにより、前年度末見込みから0.1億円の増

 地域振興基金の残高は１.6億円の減となる一方、ふるさと納税基金残高は寄附金額の増を見込み1.1億円の増

（単位　百万円）

R6 R7 R8 増減額 増減率(%)

地域振興基金 1,427 1,170 1,014 △ 156 △ 13.3

地域福祉基金 429 335 285 △ 50 △ 14.9

ふるさと納税基金 415 594 701 107 18.0

公共施設等総合管理
基金

711 903 1,044 141 15.6

文化芸術会館等建設
基金

599 598 600 2 0.3

その他特定目的基金 1,376 1,228 1,082 △ 146 △ 11.9

減債基金 497 355 567 212 59.7

財政調整基金 3,586 3,582 3,376 △ 206 △ 5.8

　　　　　　　合計 9,040 8,765 8,669 △ 96 △ 1.1

年度末 基金残高 前年度比

特
定
目
的
基
金

財
源
対
策
基
金
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④ 市債残高
 市債残高は普通会計、全会計ともに減少する見込み（実質的な市債残高(＊)も、ともに減少）

 普通会計の実質的な市債残高は 1１7.0億円となり、前年度に比べて４億4600万円減少の見込み

（市民一人あたりの実質的な残高は 前年度に比べて△0.6万円となる15.8万円）

 全会計の実質的な市債残高は 374.2億円となり、前年度に比べて４億４２００万円減少の見込み

（市民一人あたりの実質的な残高は 前年度に比べて△0.6万円となる50.6万円）

(＊) 交付税の財政支援措置控除後の市債残高

実質的な 実質的な 実質的な 増減額 増減率
市債 市債① 市債②  ② - ① （％）

普通会計 44,191 12,154 44,165 12,147 42,545 11,701 △ 446 △ 3.7

全会計 82,445 37,240 83,666 37,865 82,039 37,423 △ 442 △ 1.2

市民一人あたり実質的な市債残高

普通会計 16.4万円 16.4万円 15.8万円 △ 0.6万円 △ 3.7

全会計 50.3万円 51.2万円 50.6万円 △ 0.6万円 △ 1.2

（人口） R7.3.31 74,009人 R7.12.31 73,891人 R7.12.31 73,891人

市債 市債

増　減

（単位：百万円）

R6年度 R7年度 R8年度 実質的な市債残高の

市債


